
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時） 

令和７年１０月７日 

（地独）京都市産業技術研究所知恵産業融合センター 

京都市産業観光局スタートアップ・産学連携推進室 

 

産技研ＵＣ創造フォーラムの開催及び令和７年度 知恵創出“目の輝き”企業認定について 

 

（地独）京都市産業技術研究所（以下「産技研」という。）では、地域のものづくり関連企業

に、支援機関・金融機関・大学等の地域企業のサポーターを加えた幅広いコミュニティ「京都市

産業技術研究所ユーザーズコミュニティ（以下「産技研ＵＣ」という。）」を運営し、ユーザー同

士の交流の場づくりを進めています。 

また、平成２５年度から令和６年度までのべ４７社を認定してきた知恵創出“目の輝き”企業認

定について、この度、令和７年度の認定企業として２社を認定します。 

つきましては、知恵創出“目の輝き”企業認定授与式・認定事業発表会を第１部、認定企業及び

産技研ＵＣ会員等の交流を図るネットワーキングセッションを第２部とする、産技研ＵＣ創造

フォーラムを開催します。 

 

【産技研ＵＣ創造フォーラム概要】 

● 日時 令和 7 年１１月２８日（金）午後２時～午後８時 （受付開始：午後１時半） 

● 会場 京都リサーチパーク１号館４階 サイエンスホール、会議室、ホワイエ 

（〒６００－８８１３ 京都市下京区中堂寺南町１３４） 

    ※交流会は、京都リサーチパーク１０号館１階ＧＯＣＯＮＣで開催 

● 参加対象者 

産技研ＵＣ会員をはじめ、オープンイノベーションや異業種とのコラボレーションに関心

がある方、新たな分野でものづくりを模索されている方、認定企業の取組に関心のある方、産

技研の活用を検討されている方等 

● 定員なし ※交流会のみ８０人（先着） 

● 参加費無料 

※交流会に参加される場合は、当日に交流会費として４，０００円お支払いいただきます。 

● 申込方法 

令和７年１０月８日（水）～令和７年１１月２１日（金）に、以下ページ内の参加申込フォ

ーム（https://tc-kyoto.or.jp/ucf2025/）から申込。 

※交流会参加のみ定員に達し次第、受付を〆切。 

 

 

https://tc-kyoto.or.jp/ucf2025/


 

● プログラム 

１４：００

～ 

１５：００ 

＜第１部 知恵創出“目の輝き”企業認定授与式・認定事業発表会＞ 

主催者挨拶 西本 清一 (地独)京都市産業技術研究所理事長 

来賓挨拶   松井 孝治 京都市長 

認定証授与・記念撮影・認定事業発表会 

１５：００

～ 

１７：１５ 

＜第２部 産技研ＵＣネットワーキングセッション＞ 

・知恵創出“目の輝き”認定企業、各研究会、産技研 UC 会員企業等の展示ブース 

・「カルチャープレナー」をテーマとしたパネルディスカッション (大正大学京

都アカデミア) 

・半導体関連企業と支援機関による出展 

・ＫＲＰ地区の支援機関が一体となった「ＫＲＰ地区共創パートナーシップ」の

展示 

・京都府中小企業技術センター/京都市産業技術研究所における技術支援のご案

内 

・支援機関の出張相談 

１７：４５

～ 

２０：００ 

＜第３部 交流会＞  

※出展企業やプログラムの詳細は、ＷＥＢ（https://tc-kyoto.or.jp/ucf2025/）でご確認ください。 

 

【知恵創出“目の輝き”企業認定について】 

● 制度概要 

 「伝統技術と先進技術の融合」や「新たな気づき」といった知恵産業をキーワードに、産技

研が技術的なサポートを行い、製品化・事業化等に繋げたもしくは繋がりが期待できる事業、

研究開発により、知恵産業の推進に大きく寄与した企業・団体を認定します。 

● 令和７年度 知恵創出“目の輝き”認定企業（五十音順） 

①カトーテック株式会社（https://www.keskato.co.jp/） 

所在地：京都市南区西九条唐戸町２６番地 

代表：代表取締役 加藤 敦子 

設立：昭和３６年 

【認定対象事業】化粧ブラシの使用感を測定「ブラシ物性試験機の開発」 

・風合い試験機「ＫＥＳ®」の製造などで培ってきた技術を活かし、人がブラシを

使うときの「払う動き」をモデルにした仕組みにより、ブラシのコシ感やなめらか

さに関する力を計測できる「ブラシ物性試験機」を開発。近年、持続可能なものづ

くりの推進などにより、合成繊維を用いた化粧ブラシの開発が進んでいる。ブラシ

https://tc-kyoto.or.jp/ucf2025/
https://www.keskato.co.jp/


 

物性試験機を活用することで、開発指標を設定でき、効率的な開発が可能となるこ

とに加え、消費者に品質を分かりやすく伝えられることが期待できる。 

・令和６年３月に、日本産業標準調査会（ＪＩＳＣ）において、株式会社タイキと

産技研が、経済産業省の「新市場創造型標準化制度」を活用し提案した「化粧用ブ

ラシの力学特性測定技術に関するＪＩＳ開発」が採択された。同年 4 月から、ブラ

シの特性や使用感の測定方法を“標準化”するための規格開発が進行中で、規格及び

ブラシ物性試験機の開発により、人の主観に頼ることが多かった化粧ブラシの使用

感の評価を、今後、客観的に行えるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Natural Spirits 株式会社（森の京都蒸溜所） 

（https://www.naturalspirits.kyoto/） 

所在地：京都市東山区祇園町北側３００番地 MOON BEAUTY GION 

代表：代表取締役会長 八木 文明  

設立：令和２年 

 

【認定対象事業】蔵付き乳酸菌発酵エキスをボタニカルに活用「京都の恵みをいか

したクラフトジン製造」 

・福知山市にある日本酒の酒蔵跡地から、蔵付き乳酸菌を発見し、その発酵技術を

継承しつつ、厳選した京素材を用いて、特徴的な香味のクラフトジンを製品化。産

技研では、保存されていた酒蔵及び酒造用具から採取した試料を使って培養試験を

実施し、蔵付き微生物（乳酸菌 K-１８６０株）の単離に成功。また、その保管条件

や安定した培養条件を決定するなど、量産体制を支援した。 

・同社では、この乳酸菌を活用し、京都産

の９種の植物素材に対して一次発酵を行

い、さらに酵母による二次発酵を経た京

素材の発酵エキスをボタニカルとして活

用。通常、クラフトジンの蒸溜所では素材

をそのままボタニカルとして用いるのに

対し、同社は乳酸菌と酵母による二段階

発酵を取り入れることで、独自性の高い

https://www.naturalspirits.kyoto/


 

発酵素材をボタニカルに活用でき、独特なフローラル香を持つジンの製造を実現し

ている。 

 

＜お問合せ先＞ 

（地独）京都市産業技術研究所 

〒６００－８８１５ 

京都市下京区中堂寺粟田町９１（京都リサーチパーク９号館南棟） 

TEL ０７５-３２６-６１００（代表） FAX ０７５-３２６-６２００ 

URL https://tc-kyoto.or.jp  知恵産業融合センター 松川、上坂 

 

＜知恵創出“目の輝き”企業認定＞  https://tc-kyoto.or.jp/nintei/ 

①認定対象  

・「伝統技術と先進技術の融合」や「新たな気づき」といった知恵産業をキーワードに、産技

研が技術的なサポートを行い、製品化・事業化等に繋げたもしくは繋がりが期待できる事業、

研究開発により、知恵産業の推進に大きく寄与した企業・団体。 

※認定対象は、事業（取組や技術、研究開発等）としており、一度認定を受けた企業・団体

においても、過去に認定した事業と別の事業であれば認定できる。 

②認定企業への支援内容 

産技研による技術支援や研究所内ショールーム「京乃ＴＡＮＡ」での製品展示のほか、京

都市の各種支援制度※の対象となる。 

また、産技研ＵＣに参画する支援機関等と連携した販路開拓や技術マッチング支援など

の伴走型支援を実施する。あああああああああああああああああああああ 

※京都市の支援制度（別途、要件や審査あり） 

・企業立地促進制度 

・融資（京都市関連認定制度資金） 

・京都市ベンチャー購買新商品認定制度 等 

 

＜京都市産業技術研究所ユーザーズコミュニティ＞ https://tc-kyoto.or.jp/uc/ 

地域のものづくり関連企業７００社以上のネットワークと支援機関・金融機関・大学等を交え

た異業種交流の場として令和６年に創設。年間を通じて技術フォーラム、講演会、異分野技術体

験等を開催している。 

 

https://tc-kyoto.or.jp/
https://tc-kyoto.or.jp/nintei/
https://tc-kyoto.or.jp/uc/

